
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 
 
 
                                           
 
 
 
 

 
 
 
 
 

   

 

 

 
 
   
    
    
 
 
 
 

 

    

 

   

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

 

 

「祈りの力」 
 

春のキリスト週間でご講演をいただいた桃井和馬氏の著書『妻と最期の十

日間』の巻頭には、次のような祈りが掲げられています。 

 

神よ、 

変えることのできるものについて、 

それを変えるだけの勇気をわれらに与えたまえ。  

変えることのできないものについては、  

それを受け入れるだけの冷静さを与えたまえ。  

そして、 変えることのできるものと、変えることのできないものとを、 識別する

知恵を与えたまえ。 （大木英夫・訳） 

 

 これは、神学者ラインホールド・ニーバーによる祈りで、Serenity Prayer（平

静を求める祈り）とも呼ばれるものです。元日本銀行総裁で、本学の全学教

授でもあられた速水優氏が、判断に困ったときに祈る祈りでもあったそうです。

また、昨年、宇宙飛行士の山崎直子氏によって、危機の中で支えられた祈り

として紹介されました（「朝日新聞」2010 年 4 月 7 日「天声人語」）。 

 このように、洋の東西を問わず多くの人々を支え導いてきた祈りがあります。

よく「もう祈るしかない」という言い方を耳にしますが、もしそれが“祈りは無為の

わざである”という思い込みによるネガティヴなとらえ方によるものならば、間

違いです。聖書にもとづく祈りには、人間を、そして世界を変革する力がある

のです。 

そして、イエス・キリストが教えて下さった「主の祈り」こそ、「祈りの中の祈り」

であり、あらゆる祈りの源泉ともいうべき祈りです。礼拝の中で共に祈り、また、

日々の生活の中で祈る、そのことによって私たちは確かに祈りの力にあずかる

ことができるのです。           （人文学部副チャプレン 柳田 洋夫） 

キリスト教関連クラブのご紹介 チャペルニュース No.4～No.6 に渡ってご紹介します 

全学礼拝／毎週火～金 10：20～10：50 

2011 年 6 月 No.4

SCF 
(Seigakuin University Christian Fellowship） 
SCF は、聖学院大学のキリスト教の精神を体現
する中心的なグループです。定例会では聖書を
学んだり、ゴスペル・ソングを歌ったり、共に祈りを
ささげ、楽しい交わりの時を持っています。夏の
合宿やゴスペル・コンサートなど、1 年を通して充
実した活動をしています。どなたでもご参加いた
だけますので、是非一度クラブの様子を見に来
てください。 

活動日は  火（昼休み）／2409 教室   木（17：00～）／エルピスホール 

ボランティア・アソシエーション（通称「グレイス」） 
 
学生ボランティア活動の企画・運営を担う委員会です。全学礼拝での奉仕、発展途

上国の子どもたちの支援、高齢者・養護施設の子どもたち・知的障害者への奉仕活

動を行っています。 

ボランティアに興味の 

ある方、お集まりくださ 

い。月曜日の昼休み 

に定例会を行ってい 

ます。 

活動日は  月（昼休み）／4401 教室  



 
 
 
   
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      

6 月 14 日（火） 

- 中国語礼拝 - 日本語訳あり 
奨励者 李 秀雲 
（日本基督教団 埼玉中国語礼拝伝道所） 

司会者 林 冠宇 （109Ｌ） 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 我知誰掌管明天 
聖 書 マタイによる福音書 

  24 章 36 節（新約 P.40） 
祈 祷 
奨 励 「那一天、那個時候、只有神知道」 

（その日、その時をただ神が知る） 
祈 祷  
讃美歌 明日を守られるイエスさま 
主の祈り 
後 奏  

 

「だから、あすのことを思いわずらうな。あすのことは、あす自身が思いわずらうであろう。一日の苦労は、その日一日だけで十分である。」 

（マタイによる福音書 第 6 章 34 節）年間聖句 

2011 

6 月 15 日（水）

- 英語礼拝 - 
奨励者 K.O.アンダスン 

（欧米文化学科教授） 

司会者 佐野 正子 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 4 番（英語讃美歌）1、2 節 
聖 書 詩篇 

  150 篇 3～6 節（旧約 P.879）
祈 祷 
奨 励“The Hymns of John Fahey”
祈 祷  
讃美歌 4 番（英語讃美歌）3、4 節 
主の祈り 31 番（英語讃美歌） 
後 奏  

 

6 月 16 日（木） 

- 韓国語礼拝 - 日本語訳あり 
奨励者 髙 萬松 

（総合研究所助教） 

司会者 崔 連炅 （110W） 
奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 Ⅱ167 番 1、2 節（韓国語） 
聖 書 マタイによる福音書  

  25 章 14～30 節（新約 P.41） 
祈 祷 
奨 励 「함께 즐거허 함(共に喜ぶ)」 
祈 祷  
讃美歌 Ⅱ167 番 3、4 節（韓国語） 
主の祈り 
後 奏  

 

6 月 17 日（金）

- ペンテコステ礼拝（英語） - 
奨励者 ピーター・ブランク 

（女子聖学院中学校高等学校教諭） 

司会者 左近 豊 
奏楽者 ナイティンゲール亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 2 番（英語讃美歌）1、2 節 
聖 書 使徒行伝 

  2 章 1～12 節（新約 P.181）
祈 祷 
奨 励 “The Third Most Important

Holiday”
祈 祷  
讃美歌 2 番（英語讃美歌）3、4 節 
主の祈り 31 番（英語讃美歌） 
後 奏  

 

6 月 21 日（火） 

奨励者 村上 公久 

（政治経済学科教授） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 267 番 1、2 節 

聖 書 詩篇 

  91 篇 11 節（旧約 P.830）

祈 祷 

奨 励 「体験したこと二つ」 

祈 祷  

讃美歌 267 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 

6 月 22 日（水）

奨励者 川崎 司 

（日本文化学科教授） 

司会者 佐野 正子 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 436 番 1、2 節 

聖 書 コリント人への第一の手紙 

  13 章 4～8 節（新約 P.271）

祈 祷 

奨 励 「おむすびに祈りをこめて」 

祈 祷  

讃美歌 436 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 

6 月 23 日（木） 

奨励者 佐藤 逸子 

（児童学科特任講師） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 243 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

  8 章 1～11 節（新約 P.150）

祈 祷 

奨 励 「人の罪」 

祈 祷  

讃美歌 243 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 

6 月 24 日（金）

奨励者 角田 秀明 

（聖学院中学校高等学校高等部長） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 浦沢 如希 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 332 番 1、2 節 

聖 書 テサロニケの信徒への手紙一

  5 章 16～18 節（新共同訳）

祈 祷 

奨 励 「脳科学と聖書」 

祈 祷  

讃美歌 332 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 

聖学院教会祈祷会         6 月 16 日（木） サムエル記上 17 章   東野 尚志 牧師 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】           6 月 23 日（木） サムエル記上 18 章   左近 豊 チャプレン キャンパス祈祷会 
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